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	　後半の部の地域審議会の会議を開催させていただきます。

　定刻になりましたので、始めたいと思います。

　私は、後半の地区別会議の進行をいたします蓮沼出張所の伊藤でございます。よろしくお願いします。

　会議に入る前に、初めて顔を合わせる方もいらっしゃるので、各委員さんに簡単に自己紹介をお願いしたいと思います。

　それでは、秋葉委員さんからお願いいたします。

　地域審議会のほうは、最初からずっと地元の、当時の蓮沼の観光協会長ということで参画させていただいておりまして、今度３期目ということになります。観光協会のほうも山武市観光協会として２年前に設立されまして、今度の改選で山武市の観光協会長となりました秋葉といいます。

　山武市観光協会長になってまだ６日目ですけれども、よろしくお願いします。

　中根の石橋です。一応農家というか、農研のほうを代表して、この地域審議会のほうへ出ております。あと、とりあえず今回３回目なので、農家のほうも非常に、後継者のほうがいないので大変な状態です。

　少しでも若い連中が上に上がってくれればなということを願って、できるだけやろうと思っています。ひとつよろしくお願いします。

　殿下の川島です。蓮沼地区民生委員の地区会長をやっております。任期が今年で３期目で、一応この11月で任期が満了となりますので、あと来年12月になると多分臨時総会で地区会長が替わります。その間あと１カ月ぐらいですか、どうかひとつよろしくお願いいたします。

　上谷の金杉です。公共団体のほうの学童クラブのほうから選出されて、このようなわけで参画して、女性１人で寂しいところもあるんですけれども、父兄の意見を聞いてはこの審議会で皆さんにお話をさせていただこうかなとは思っております。よろしくお願いいたします。

　今期で地域審議委員を２期目ということでお世話になることになりました。今年度５月の総会をもちまして、蓮沼地区から山武市の体育協会、石橋タケオさんが副会長を退くことになりまして、後任として私が、山武市の体育協会副会長ということで仰せつかっております。

　先ほど今関委員さんのほうからお話があったように、私も今年度は殿下区の総合区長ということで、１年間やっていきますけれども、各地区いろいろな問題があり、これから皆さんにご相談することもあろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。

　今、殿台区長をやっています加瀬と申します。それで、区長をやっていて、蓮沼地区の区長会長の今関さんからこの審議会の委員になってくれということで、私もこういう席には長い間出ていませんので、どういうものかなと。ただ出るだけであったらということで受けましたので、どうぞよろしくお願いします。

　中根区の片岡です。公募で作文を書いて、ここに選ばれました。まだ１期目ということで、右を見ても左を見てもよくわからないので、どうぞよろしくお願いします。

　上谷区の木島です。

　私は合併協議会の委員をしていた関係で、１期目のほうはこちらの地域審議会委員ということで、大役を仰せつかったんですけれども、２期目は、私にはちょっと肩の荷が重すぎるということでご遠慮したんですけれども、３期目また再び、今度は学識経験を有するという枠でまた依頼のほう受けまして、少しでも……やはり合併して私が感ずるのは、地域住民の皆さんの元気がどんどんなくなっているように私自信は感じているところもありますので、私も微力ではありますけれども、少しでも蓮沼地区が昔のように活気ある地域にもう一度戻るために少しでも力になれることがあればと思いまして、こちらのほうの役を今回受けることにしました。

　まだまだいろいろなことを教えていただきながら進んでいきたいと思いますので、ひとつよろしくお願いします。

　南浜の飯島でございます。

　学識経験ということで、今回ちょうど３期目になるわけでございますけれども、お受けするに際しまして、もう２期やったからそろそろ　　いいかなということで、そう私も思っていたわけですけれども、いろいろなことがございまして、またお引き受けするようになりました。また、微力ながら一生懸命やらさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。

　西岡の石橋でございます。

　私も飯島さんと同様、初めからお世話になっておりますけれども、この間、一言というか、一つ非常に嬉しく思ったのがあります。それはこの地域審議会でいろいろ審議していただいた結果、蓮沼地区でこの前、この間、広報が来たんですが、あの広報に載っているのを見ましたら、この10月から市の交通機関である市バスの運行予定が、この10月から実証実験をやるということで、蓮沼地区の停留所といいますか、それが当初市の計画ですと道の駅が終点だったんですね。ところが、ここの審議会の皆さんで非常に声を大にしていただいて、市のほうへ申し入れした結果、海岸まで伸びたというふうに広報の中に、海浜公園のバス停もできておったようでございます。

　これも審議会の皆様の熱意の賜物かなと思って、非常に嬉しく思った次第です。そのようなわけで、これから市のほうに注文を出すということじゃなくて、地域住民のために何か一つでもいい方法が皆さんの知恵で満たされたらいいかなと思って、非常に今回のあれを見て心強く思ったわけでございます。

　私も生まれながらにして、蓮沼はずっと生まれも育ちも現在もずっと蓮沼におりますので、少なくとも蓮沼が少しでもみんなのためになったらいいかなと思って、いろいろ微力ではございますが、一生懸命やりたいと思います。よろしくお願いします。

　南浜の今関紘と申します。よろしくお願いします。

　私も少し長い、３期目になったわけでありますけれども、今年区長をさせられました。２回目の区長なんですけれども、区長をして、また新しい蓮沼の中でいろいろなことを考えなければならないというものが見えてきております。そういうようなことも皆さんとご議論をしながら、少しでも私たちの地域が前進できるようなことができればと思っております。どうぞよろしくお願いします。

　それでは、委員の皆さんには自己紹介まことにありがとうございました。

　この場をおかりまして、改めまして、事務局の紹介をさせていただきます。

　初めに、総務部企画政策課企画係の伊藤主任主事です。

　伊藤と申します。よろしくお願いいたします。

　改めまして、私は蓮沼出張所の伊藤と申します。よろしくお願いします。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして、議事に入らせていただきます。

　まずは地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定によりまして、会長の互選をいただきたいと思います。

　つきまして、そのための座長を選出していただきたいと存じますけれども、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

（「事務局に一任します」の声あり）

　一任ということであります。よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　それでは、会長の選出まで座長を努めさせていただきます。よろしくお願いいたします。皆様方のご協力をお願い申し上げます。

　それでは、会長の選出につきまして、ご審議をいただきます。

　先ほど説明がございましたように、地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定によりまして、会長は委員の互選により定めることによるとあります。どなたか適任と思われる方がおられれば、お名前を挙げていただけないでしょうか。よろしくお願いいたします。

　なお、議事録の関係上、発言の際には必ず挙手の上、お名前を述べてから発言されるようお願い申し上げます。よろしくお願いします。

　いいですか。石橋ですけど、これを見ると、ほとんどメンバーが変わってないので、会長、副会長、前期と同じ今関さんと石橋さんにお願いしたいと思います。（拍手）

　ありがとうございます。会長に今関さんということ、副会長に石橋さんということで、引き続きお願いしたいというご意見ですけれども、皆さんそれでよろしいでしょうか。

（「異議ありません」の声あり）（拍手）

　それでは、全会一致ということでありがとうございます。

　それでは、今関委員さん、蓮沼地区の地域審議会の会長としてご就任願えますでしょうか。

　微力ながらやらさせていただきます。

　ありがとうございました。それでは会長より就任のごあいさつと開会をお願いしたいと思います。

　なお、会長が決まりましたので、これをもちまして、私の座長の職を解かさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

　では、会長、よろしくお願いします。

　それでは、ごあいさつ申し上げます。

　今回の地域審議会についてでありますけれども、実は、自己紹介の中で申し上げましたが、蓮沼の南浜の区の区長をさせられました。区長にさせられて、蓮沼の中にある問題というのを実感しております。それは例えて申しますと、具体的に申しますと、周辺交付金は一体どうなっているのかという問題や、それからつい最近でありますけれども、道路清掃、道路の側溝清掃をいたしました。蓮沼もどんどん高齢化が進んで、なかなかボランティアで行うというのも難しい問題に差し迫っています。そういうようなことについても、それから皆様の中からさまざまなご意見をいただいて、実効あるこの地域審議会にしていきたいという思いであります。

　どうか私たちの地域が少しでもよくなるように、皆様のお知恵を拝借いたしまして、前進をしたいというふうに考えております。どうかよろしくご協力のほどお願いいたします。ありがとうございました。

　それでは、ただいまから会議を開きたいと思います。

　議事に従って会議を進めてまいります。その前に、議事録署名人を２名お願いをいたしたいと思います。新しくでありますので、秋葉委員と石橋滝夫委員にお願いをいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　議事録ができたら、お２人に見ていただいてということになります。それではよろしくお願いします。

　それでは、副会長は石橋宏委員ということで決まっておりますので、今後のスケジュールと経過について、事務局よりお願いをいたしたいと思います。よろしくお願いします。

　それでは、（２）第２期地域審議会までの経緯及び今後のスケジュールについてということでご説明をさせていただきたいと思います。地区別会議資料の中の２ページ目と３ページ目をまずご覧いただきたいと思います。

　こちらが蓮沼地区地域審議会の経緯ということで、第１期、第２期のほうで載せさせていただいておりますので、簡単にご説明をさせていただきたいと思います。

　まず、第１期ということで、平成18年、19年度になります。こちらは会議を６回開催されておりまして、平成18年７月21日に第１回の会議が開催されておりまして、平成20年１月23日までということで会議を行っております。その中で、議題として皆様にご審議いただきましたのが、山武市総合計画の策定基本方針（案）についてということと、また福祉問題、観光イベントについて、また蓮沼地区におけるまちづくり、蓮沼出張所の空きスペースの有効活用について、主要地方道飯岡一宮線バイパス建設の促進について、山武市総合計画（原案）についてといった議題で皆様にご審議をいただいております。

　そういった会議を経まして、２ページ目の一番下に記載しておりますように、平成19年５月15日と平成19年12月13日に意見書が提出されております。実際に提出された意見書につきましては、お手元の資料の４ページ目から８ページ目となっておりますので、後ほど資料をご覧いただければと思います。

　続きまして、第２期ということで、こちらは平成20年、21年度の２カ年でございます。まず平成20年５月23日の第１回の会議をはじめ、平成20年度は２回開催しております。平成21年度は２回開催し、第２期といたしましては、地域審議会を計５回、また勉強会を２回開催してございます。

　こちらの議題といたしましては、下水道事業について、こども園事業について、山武市総合計画について、また先ほど全体会議の中でご説明させていただきましたが、地域振興基金運用益の活用方法について、また山武市の公共交通についてということで、ご審議のほうをいただいております。

　こちら第２期につきましては、意見書というような形で出ておりませんが、皆様にご審議をいただいた内容を踏まえまして、資料の９ページ目をごらんいただきたいと思います。各地区地域審議会からの意見・提案についてということで、一番上段に「蓮沼地区」と記載されておりまして、「平成20年度の第２回、第３回において審議した結果、蓮沼地区は観光事業を中心にした提案があった。その内容は次のとおりである。」ということで、「観光地とは、きれいなイメージも併せ持つ持つことが必要である。地域ができる活動として、地域の緑化や沿道清掃等があるが、その活動を促進させるために必要な資材等の活動資金を助成したい。また、市の事業として定期的に地域イベントを実施することで、市内外から人が集まり、そこには、人々との交流が生まれる。地域の活性化を促す地域イベントは、市民の一体感が醸成させることにもつながることから、その運営資金として活用することにしたい。」というようなご意見をいただいております。

　また、同様の各地区からの意見がこの９ページ目に記載されておりまして、地域振興基金の運用の方法につきましては、全体会議の中でご説明をさせていただいたような仕組みの中で今後皆様に検討していただくというような形になります。

　以上が経緯のご説明となります。

　続きまして、今後のスケジュールということで、資料の10ページ目をご覧いただきたいと思います。平成22年度の各地区地域審議会のスケジュールということで、まず本日、平成22年７月６日ということで、各地区地域審議会合同会議ということで開催をしております。

　また、その下段に、平成22年８月ということで、各地区地域審議会の会長及び副会長合同会議を開催させていただきます。

　その後、平成22年９月に各地区地域審議会における審議の開始ということで、審議事項といたしましては地域振興基金運用益金対象事業の運用計画についてということに加えまして、新市建設計画（総合計画）の執行状況についてというような形になります。

　また、補足になりますが、その下段に記載されております各地区地域審議会で審議される事項は、地域審議会の設置に関する協議第３条に基づきまして、①から⑤までのものまで示されておりますけれども、この第３期の地域審議会の中では、１から５番の中で②の新市建設計画の執行状況、③の地域振興のための基金の活用についてというものが重点的な審議事項となっていく予定となっております。

　これまでの経緯と、今後のスケジュールのご説明としては以上となります。

　それでは、皆様からご意見をちょうだいいたしたいと思います。

　今、事務局から説明がありました。地域振興のための基金の活用と新市計画の執行状況は市のほうから説明されるわけですけれども、このスケジュールの順番でいきますと、９月に個別の会議を催すということになっています。

　たしか蓮沼の地域審議会では、サマーカーニバルとロードレースでしたっけ、この２つについて具体的に提案しているわけでありますけれども、これは事務局にお尋ねします、どうなりますか、この９月の会議のときに蓮沼地区の意見として出すということになりますか。

　今後のスケジュールの中で言いますと、先ほど全体会議の中の資料の24ページ目に、地域振興基金の運用益の活用方法についてということで、フロー図が載っております。このフロー図の中で、運用計画案の作成ということで、市側で運用計画の案を作成しまして、その案を地域審議会のほうへお諮りする中でご議論をいただくということになります。

　そうすると、この案については、担当課に私たちのほうから申し入れておくというスケジュールになりますか。

　いいえ、このフローの中でも記載させていただいてありますが、まず各地区地域審議会からいただいた答申というものを、各事業担当課で検討するということになっておりますので、こちらの各地区地域審議会に出ている経緯につきましては、市側のほうで事業担当課のほうに情報を提供した中で、事業計画案を作成するという形になります。

　そうすると、サマーカーニバルの案が出てくるかどうか、出てこなかったら困るよね。

　申しわけないです。具体的な事業の内容については、今私のほうで把握できていないので、もしよろしければ改めて次回の審議会の場でご説明をさせていただく、もしくは会長のほうとご相談した形で対応を決めるというような形にさせていただいて……

　では、サマーカーニバルとロードレースの問題については、委員の皆様にお諮りをいたします。会長にご一任いただいてよろしいでしょうか。それによって事務局のほうとの対応について、どうやったらいいですか。

　どうぞ、飯島委員。

　飯島です。今、会長のほうからサマーカーニバル、それからロードレースと、イベントのことにお話がございましたけれども、この運用益をサマーカーニバルに充てる方向で我々が要望するということですか。

　この前、そういうふうに決まってましたよね。

　決まったんですか。

　決まったよね。

　いや、決まったというか、ここに答申がありますように、そういう今、会長がおっしゃるように、サマーカーニバルとロードレースということを重点的にやっていただきたいということを申し上げたんですけれども、さっきのフロー図にあるように、実際取り上げるかどうかというのは、担当課で計画した上でというようなお話がありましたよね。

　だから、どこだけ、どれだけ具体化しているかというのは、まだ未知数だということなんですよね。一応うちのほうでは挙げましたけれども、その結果、事業化しているかどうかというのは、これからの案を示されてからでないとわからないということでしょう。だから、うちのほうが幾ら具体案を示したところで、それが担当課のほうで事業化するかどうかというのは、まだあくまで未知数だと、そういうお話ですよね。

　ですから、審議会のほうでサマーカーニバルの具体案を示すと、それを提言していくという形をとるということに、どのように意見集約ができるか私はわからないんですけれども、サマーカーニバルに関して、私の個人的な意見としては、私は今の会長、副会長さん、観光協会長さんいらっしゃいますけれども、行政からお金をいただいて、サマーカーニバルを去年よりも今年はもっと盛り上げていこうという基本的な姿勢は、私余り賛成ではないんですよね。市民型の要するにイベント、サマーカールバルという形で持っていくには、行政から財政的な援助をただいただいて、それでやりましょうでは、私は決して盛り上がるとは考えられない。

　一人一人が、いろんな団体が協力し合って、それで盛り上げて、こういうふうな計画を立案して、それで協力をして盛り上げていこうという形の中で、どうしてもここの部分だけは、行政の財政的な援助が必要だというような形でなければ、私はイベントをやってもそんなに盛り上がらないのではないかなと。

　ちょっと待ってください。ありがとうございました。どうぞ加瀬委員。

　初めてでいきさつがわからないんですけれども、今回任命された審議委員会においては、22年度の審議をするんですか。23年度の計画を策定するのか、それともう一つは、今話をしていた前に21年度に蓮沼地区でこういう要望というか、審議会で決めたものについての回答はまだ出てないんですか。市長のほうに申し出をしていますよね。蓮沼地区ではこういうふうにしましたということで、この結果はまだ出ていないんですか。21年度において審議して審議会のほうで審議して答申した経緯について、その回答の件について、今回22年度でまたもう一度振り返って審議をするのか、21年度に答申されたものは22年度で実行するか、しないかを決めるという考えですよね。また、市のほうで答申を実行するか、しないか、それを審議するのか。また、今後の審議会において審議するのか、その辺はどうなのかなと、ちょっとその辺を聞きたいと思いまして、私はさっきの全体のほうでは、23年度についての事業を審議するのではないかというふうに聞いていましたけれども、その点はどうなんですか。

　地域振興基金については、22年度はタイムリミット、つまり時間的に間に合わない。ですから、23年度のものについてご議論をいただくということになります。

　22年度については、時間的、つまり補正という形でならばできるでしょうけれども、それはちょっとなかなか難しいというような問題がありますので、この９月に、スケジュールの中にあります９月の地域審議会における審議の開始、地域振興基金運用益対象事業計画についてというのは、23年度から始まると理解をしていただいて結構です。

　そうすると、今言ったサマーカーニバルについても……

　でも23年度からですね。

　今年の話じゃないですね。

　ないです。

　そうすると、21年度に各地区から審議されて意見書が出ていますけれども、それはもう結論は出ているわけですか。

　出ていないです。

　これはいつ出る予定なんですか。

　実は、これには経緯がありまして、具体的に蓮沼地域審議会は具体的な事業名を挙げて市のほうに提出してあるわけです。

　それと花を植える市民活動についてというのは、飯島委員のほうから出ているんですね。多分市のほうに具体名として出ているわけですので、それぞれの地区もそれぞれの事業を具体的に出してきたんですけれども、その事業を調整する段階で、どの事業を取捨選択するかということが、実情できないという状態になってしまったというのが今日までの経緯なんです。

　形として、どういう形で運用基金を使ったらいいかというのを整理した説明がありました。その方法で市のほうで整理して、フロー図、形としては、運用基金の活用方法についてという24ページに集約して、それでこの中からどういう事業を選択していくかというような問題を協議するということになる。

　今後ですか。

　今後です。

　皆様に申し上げましたのは、私のほうから具体的に出ている事業名について、私たちのほうから、初め私たちはこう考えていたわけです。蓮沼地域審議会が発議をして、サマーカーニバルについて補助金を欲しいというようなことを申し上げても、実質的には担当課があるわけです。観光担当課が。そうすると、このフロー図でいきますと、観光課のほうから事業計画を出していって、財政の中で検討して、つまりロードレースの問題で言えば、体協の中から予算計上について財政のほうに事業計画を出していって、そこで審議されてというスタイルになっていく、言われてみればそれが最も正しい方法だなと思うわけですけれども、ですから、形とすると、それを行おうとすると、先ほど会長、副会長にご一任いただけますかと申し上げましたのは、そのことについて担当課のほうに蓮沼の地域審議会としては、この事業は適当と思われますので、観光課のほうでご討議をしていただきたいという申し入れをすればいいのかなというのが私の感じ方であります。

　どうぞ、秋葉委員。

　初めての方もいらっしゃいますし、私のほうからサマーカーニバルということで、観光のほうの担当を長くしているところで、改めて時系列的に今回の地域審議委員会の話と、サマーカーニバルと、今回の意見書を提出した経過と、わかる範囲内で説明させていただきますと、平成18年３月に合併して、そのときのサマーカーニバルというのは、正直言いまして、合併する前に日にちが決まっていましたから、旧蓮沼村の予算のところでそのまま組んでいたわけです。

　それで、最後は誰か芸能人が来たと思うんですけれども、その時はサマーカーニバルそのものは蓮沼の商工会青年部からスタートして、最終的には今関さんが役目で、多分私の理解によると、村の一大イベントとして経緯はあったにしろ、事業としてその場で18回ぐらいでしょうか。一度道の駅ができたときには休みましたけれども、その後18年合併した後の夏は今のところ、予算どおり山武市のほうでも継続したんです。

　そのときに、説明会の２ページ目に出ていますように、19年度に入りましてから、実際に新市になった後、サマーカーニバルの補助金が200万というように減額されてしまった。今まで蓮沼村のときには多分600万とか、多いときは800万だったものですけれども、200万というのは当時の議員さんとか、ほかの方々もそれでできるのかと、田舎の盆踊り大会と違うんだぞということで、そういったところで今、飯島委員がおっしゃったように、市としては、市民参加型のイベントにしようということで、それはわかるけれども、600万から200万に引いたところで、やはり蓮沼としてのサマーカーニバルの位置づけと、山武市の中でのサマーカーニバルの位置づけに対して、蓮沼村の皆さんとか私とか当時携わっている者としては、非常にどういうことだということで、商工観光課長に　　　　申し上げた思うんですけれども、金額が減額されたことがすごくショックだったというのが正直な感想です。

　それで、その後に実際には200万で、ほかの実行委員会のほうでも　　　テキヤさんも何も入れなくて、暗い中でやった経過があるんですけれども、そういったところへ地域審議会の中で、何とかしてもう１回お金をかけられないのか、随分少ないということで、活性化しよう、本当に暗かった、人も少なかったというところで、サマーカーニバルはやはり旧４町村の中では観光というところで、蓮沼はそういう見方のほうが地域審議委員の中でも強かったものですから、それでサマーカーニバルと花とか、あるいは体協とか、いろいろな問題が出て、これが答申したのは、こっちもありますように、19年５月ですか、その時がこういったことで意見書という形で多分会長名で出されたと思います。

　この時の経過を出しといて、その後、今度運用益の活用方法についてという話にいったときに、サマーカーニバルと出してあるからという経過につながったと思うんです。

　改めて、決まっていますかと言われたら、その辺ですれ違いがあったかもわからないんですけれども、その後、また今度はバイパスのほうについても次の年度には飯岡バイパスの橋をかけろということもまた盛り上がって、全体の中では経過していった。その辺の運用益の利用方法が出たのと、サマーカーニバルとか、その辺が少し誤差があったと思うんで、時系列的にはそうだと思います。

　共通の認識というか、というところで理解していただければ、話がもう少し早くまとまるかなと。それで現在に通じていく。

　はい、いいですか。

　どうぞ、飯島委員。

　イベントそのものを開催するということに対しましては、私は決して反対ではないんですよ。そのやり方だとか、最初にサマーカーニバルをスタートした時点のときは、行政からの負担を仰いだところもありますけれども、商工会が率先して寄附を集めて、盛り上げて、商工関係が一致団結して、それで行政に資金援助を仰いで、それで盛り上げてスタートしたのがサマーカーニバルなんですよね。その当時は、相当来たお客さんに対して、評判がかなりよかったんです。それからその商工関係で、寄附等を集めて頑張ったところのスタイルが一歩後退、商工会が後退しちゃったんですよね。それで全部行政に500万、600万を資金援助を仰いで、それで最後のほうは、サマーカーニバルはイベントとしてそれを開催したわけなんです。

　それがだんだん尻つぼみになって、新市になった場合は200万だと、200万で何もできないから、去年のようなていたらくになったと、それで実際ていたらくになったんです。私はちょっと言葉に語弊ありまして、誤解を招くような発言で大変申しわけないんですけれども、評判もすこぶる悪いんですよ。

　具体的な内容とか、悪い、いいはここでは場違いですので……

　それを、いずれにしても200万しかもらえなかったと、なおかつそれでもやりたい。この際、その運用益があったら、元の500万、600万の線までいかなくても、行政におんぶに抱っこして、そのサマーカーニバルを継続していきたいというような姿勢が見え見えになってくるんです。

　サマーカーニバル開催そのものは、私は決して反対じゃないんです。反対じゃないんですけども、何か行政におんぶに抱っこでずっとやっていく、そんなような感じが見え見えではないかなという気がするんです。

　ありがとうございます。貴重なご意見をいただきました。

　この問題は、蓮沼の観光という問題をどういう切り口で切っていくかという問題に多分帰着していくというふうに思うんです。

　一番最初、飯島委員、今辛くもおっしゃいましたけれども、スタートのときは大変好評だったという評価があるんです。お出でいただいた皆さんが喜んでもらえるような方法を一体どういうふうにつくるかということについて、きちんとした議論をして、その中で資源の配分を一体どのようにするかというようなことについてもきちんと検討をして、市にこのことについておこなっていくことを私たちがどう考えているかということを具体的にもう少し練ってみてもいいかもしれないという思いがあります。

　ただ今は、とても時間が……

　ただ一つ申しわけないですけど……

　ちょっと待ってください。

　でありますから、適当な時期に、皆さんのご都合のいいとき、夜でもいいと思うんですけれども、サマーカーニバルだけではなくて、さまざまな事業について皆さんのもし腹案があればそれを出していただいて、徹底的にきちんと議論をして、みんなが了解をして進んでいこうという方向、農業問題であってもいいですし、観光問題でもあってもよろしいですし、生活環境の問題であってもよろしいですし、そのような機会を設けたいというふうに思っています。

　今、これ議論をしていっても、多分とてもとても足らないというふうに思いますので、適当な時、夜お時間をいただいてお話し合いをしてみたいと思いますけれども、それは私のほうの提案です。

　そのことをご了解いただければ、適当な時に私のほうで日時を示させていただき、お話し合いを行いたいというふうに思っています。

　とりあえず私のほうからそれで。

　秋葉委員、どうぞ。何かご意見がありましたら……

　私も今年も実行委員会の委員長になってしまったんですけれども、要は確かに蓮沼のときはそうだったかもわからないけれども、今は、その間私も全然タッチしないこともありまして、芸能人が来てお金をかけたときはそれなりに評判も、それが良いか悪いか別にして、経過を重ねてきた中で少ない予算でも蓮沼からこのイベントを、ある人は蹴飛ばしちゃえという時代もあったんです、実際新市になったときは。だけども、蓮沼の方々がずっと続けてきたイベントを、今ここでやめてしまったらいけないという、そういう思いで引き続いてきてやってきているんですね。

　逆に今、少ない予算でも新しい市民団体の方、４つの地区の市民の方のパフォーマンスもやっていますし、それなりに継続してきたというところで、逆の意味では本当に市の方針につながっているような市民たちによるまちづくり、イベントに今成長しつつあるという、それから評判とか何かというのは、その辺はやはり価値観の多様化というか、昔の華々しい、そういったところもいろいろあると思いますので、一時期はそういうこともよかったのかもわからないし、ただ私が新兵のときは、そういう先輩方が、自分が仕切れたわけではないんですけれども、培ってきた蓮沼のイベントを新市の中で何とか生かそうという、やはり継続しようということで、今現役で後を継いだ者としては、今、全市のイベントのような位置づけになっていますけれども、そういう気持ちで継続してきたというのが本当の気持ちです。

　以上です。それだけはつけ加えさせてください。

　どうでしょうか。そのほかにもご意見をいただきたい。サマーカーニバルの問題についてもご意見をいただきたいというふうに思っていますけれども、どうしても今日時間が足らないと思います。時間をとって、ご議論をしたいというふうに思いますので、何曜日の何時からやったらいいですか。土曜日がよろしいですか。

（「それは会長に任せますよ」の声あり）

　そうですか。

　では、フリートーキングで一々名前を名乗って話をしなくてもいいというふうに思っていますので、勉強会という形でいたしたいと思います。

　土曜日がよかったらいいですかね。

　あとは７月ですか。

　申しわけございませんが、全部入っています。国体があるものですから。

　あいているときは何曜日ですか。

　平日で良いでしょう。

　平日で良いですか。７時ぐらいで良いですか。

　７時から９時までに決着つけてしまえば。いつまでやってもきりがないから。

　議論の形式にしてきちんとすると、なかなか時間がかかるけれども、フリートーキングでいけば、議事録をとるわけではありませんので、では７時から９時で、７月中、いつにしましょうか、お時間いただけますか。

　先のことはわからないから決めていいよ。会長のほうで決めていいよ。

　これは意見というより、俺も幾つかの団体を経験しているんだけれども、ただ、飯島さんの言うのはもっともだと思うんだよ。というのは、職員がいるからあまり言いたくはないけど、産業まつりの実際担当なのよ。要するに商工会で一緒にやるんだけど、結局予算がなければ、ではやらないのか、やるのかといったら、俺はそういったときに、俺は違うと言った。金がなくたって、継続していかなければ祭りというのは意味がないんだよと言ったの。

　だから、予算内でやってくれよと。だから俺はサマーカーニバルも同じパターンだと思う。呼べなくたって良いじゃない。だから、自分たちでそれを継続していけば絶対いいことがあると、そう信じてやっていくしかないわけよ。今の市に金くれなんて言ったって、とんでもない話だよ。みんな一律カットだから。金なんかどこ探したって無いのだから。

　要するに、市は、例えば俺らが言った、サマーカーニバルもロードレースもそうだけど、途中までしかでなくて、あとはそのままになっているわけ。
　ただ、サマーカーニバルもロードレースも一つだけ言えるのは、要するに恩恵というか、恩恵のある可能性があるのはその一部のところなわけ。蓮沼だけなわけ。だったら、蓮沼でも、やることに対して負担しなさいよというのが市のほうの考え方。全額、全部やるんじゃないよと。さらにそれを運用益から引っ張ろうとするのは、それは俺は間違っていると思う。そんなのは蓮沼で出しました、出ます、そうしたら方々　　　　みんな出してくる。そうしたら収拾つかなくなってしまう。

　蓮沼にやったっというのなら、では俺たちももらおうと、そういうふうになるのが怖いから、その話はうやむやにしてしまったわけ。

　だって、結局さっきも言ったけど、産業まつり一つにしたってそうだから。市でやることに対して市は出さないんだよ。どういうことだいと言いたくなるよ。

　結局、役員が500円の弁当一つで、ご苦労さまでしたと。それで反省会やるでしょ。反省会やったときも、じゃあ会費くださいと、会費とられて、おかしいと思わない。大の大人が朝から１日使って、やらせて、今市の中はそれが普通になっちゃっているわけ。だからやっぱり俺は、要するに秋葉委員が確かに事は違うかもしれないけど、でも理屈は全く同じだと思う。だから、そこで金をくださいよと言っても、俺は通らないと思う。

　だから山﨑さんが言ったロードレースの件は、やっぱり同じ理屈で。ただ今、企業自体が……

　今、ロードレースのお話が出たので、本年度からという方もいらっしゃいますので、後日時間をつくっていただいて、もう一度お話しだけはさせていただきますので。

　それでは、私のほうから皆様にご相談申し上げます。７月15日７時から９時まで、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

　ですから、とりあえず皆さんから何かそのときに意見が出るかもしれませんから、さまざまな問題について議論をしていくというふうに考えております。

　15日大丈夫ですか、海開きではないですか。

　あれは夜だから。では、７月15日にフリートーキングでさまざまな問題について、サマーカーニバルも含めて、これからの進め方について具体的な事業、論点を出していきたいと考えています。

　その時に何かこういうことをしたいというようなことがありましたら、その時に出していただいて結構です。それで、議論を深めていきたいと思っております。

　７月15日７時から９時。場所はどこがいいですか。事務局、出張所がいい、それともスポーツプラザ。出張所でもいいよね。どちらがいい。どちらかあいているほう。

　ちょっと確認させてもらってもよろしいですか。

　場所はどっちかね。出張所かスポーツプラザかどっちか。

　意見交換をいたしたいと思いますけれども、お約束の５時という時間がありますので、あともう一つ決めなくてはならないのが、市民提案型交流のまちづくり推進事業審査会委員の選出についてというのが、これ２名ですか。

　そうです。

　それはできれば兼任で会長と副会長がやってください。お願いしますよ。

　会長、副会長という意見がありました。（拍手）

　兼務が大丈夫なのか、そこが問題ですよね。問題なければ。

　兼務は大丈夫だよ。

　会長、副会長でなくて、ほかの人ってなっているの。なっていないよね。

　でも、私じゃなくて、若い人に行ってもらって、それこそ木島さんとか、片岡さんに行ってもらえれば、それでも私は副会長が行かなくてもいいと思いますけど。

　石橋さん、だめ。やっぱり会長、副会長で。

　それでは、石橋委員からありました委員は会長と副会長が引き受けさせていただきます。

(「お願いします」の声あり)

　意見交換については、その７月15日７時から９時ということで。

　通知はいかがいたしましょうか、出したほうがよろしいでしょうか。

（「いりません」の声あり）

　では、通知は出しませんので、よろしくお願いします。そのとき事務局、誰か来てくれる。

　確認します。

　お願いします。

　事務局のほうで、その他何かありますか。

　特にございません。

　ないですか。

　場所はこれからです。やっぱり通知出してもらわないとしようがないんだ。場所が決まったらみんなに通知を出して。

　出張所２階で大丈夫ですよね。

　場所を決めてしまえばいい。

　出張所で決めておいて、だめならそのときに考えてもらえばいい。

　出張所の２階ならば、スポーツプラザだと危ないけれども、出張所の２階なら大丈夫だよね。

　とりあえず出張所の２階を……もしそれが変更になったら通知をいただくという。

　それがだめだったら、スポーツプラザへ行けばいいわけだから。２つしかないから。

　スポーツプラザのほうが入っている確率が高い。

　皆さんの中で、そのほかに何かご意見ございましたら、いただきたいと存じます。

　それでは、その他についてもないようですので、この辺で締めたいと思います。

　副会長をお願いいたしました、すいません、ごあいさつを最後にいただいて。

　突然いろいろ皆さんから推挙いただいて、重責を担えるかどうか自分でも自信ないんですけれども、引き続き一生懸命努力だけはさせていただくつもりです。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）

　それでは、約束の時間５時になりましたので、これで会議を閉じさせていただきます。どうもご苦労さまでした。
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